
＜家族支援＞

＜移行支援＞＜本人支援＞

〇自由遊び

・児童らが主体的に遊びを行い、その中で、適宜声
掛け、介入を行っていきます。
（「自己教育力」を意識する）

〇設定遊び

・事業所が立案した「遊び」（活動）を行う事で、そ
の「遊び」の持つ効果を存分に活かし、主に各児童
の個別支援計画にある支援内容を行っていきます。
（「まなび」と「あそび」の「中間」を意識する）

〇戸外活動
・事業所外で活動を行う事を通し、社会生活における
ルール等の状況の実態を体験して学んでけます。
（「環境の持つアフォーダンス」を意識する）

・買い物支援 ・バス乗車体験 ・販売体験
・就労体験（現場実習） ・ビジネスマナー講座…etc

〇自立活動

・高学年を対象とし、計画、会議等で目標等に上がってきた
場合、支援していく。

＜事業所の目指すもの（支援方針）＞

『チャレンジができる力』 『大人になった時に楽しく働けるようになる力』 『子どもらしく、自分らしくいられる力』
…上記の「力」を養えるように、療育・支援していきます。

福祉事業を通し失業や貧困、偏見、差別といった社会的課題の解消を目指します。

＜法人理念＞

健康・生活

・検温、視診の実施
表情を観察する事による、心身
の状態の確認

（健康状態の維持・改善）

・室温、外気温の状況合わせた
衣服の調整の声掛け

（健康状態の維持、改善）
※特に夏は帽子の着用を促す。
状況に応じて、外出を取り
辞める事もあります…。

・地域の学校、先生との連絡調整
・戸外活動（児童館、地域の公園）
（地域の子ども達とのふれあい）

・就労支援事業等との連携雇用促進事業
（読谷村独自のサービス）等
と連携し、スムーズな就職活動が行えるようにサポート

一般社団法人うちなーからはーい からはーいＪｒ（ジュニア） 放課後等デイサービス 支援プログラム

運動・感覚

・制作活動
（姿勢・運動・動作の機能向上）

・感覚統合の視点を用いた
「遊び」の提供

（保有する感覚の活用）

認知・行動

・BWAP２をアセスメントで使用
（認知の特性についての理解と対応）
・ペアレントプログラムを基礎とした関わり
（行動障害への予防及び対応）

言語・コミュニケーション

・パソコン操作の練習
（コミュニケーション手段の選択と活用）

・本人に合わせた学習教材の提供
（読み書き能力の向上）

・子ども会議（言語の受容と表出）

人間関係・社会性

・ごっこ遊び（模倣行動の支援）
・レゴ、積み木等（象徴遊びの支援）
・ミニ野球、サッカー、ドッチボール等

（共同遊びへの支援）
・アタッチメントを意識した関り
（アタッチメントの形成と安定）

・「好きなもの・こと」を積極的に療育
支援に活用
（情緒の安定）

・個別、集団活動のバランス
（自己の理解と行動の調整）

・SNS（LINE、ショートメール等）での相談対応
・SNS（LINE、ショートメール等）で、行事、情報提供等
を行い、各人の都合に合わせて確認できる体制を整備

・保護者同士や、職員と顔を会わせながら話ができる機会
を企画

・親の会との連携
・ペアレントプログラムの企画
（講師資格を持つ職員配置により、ペアレントプログラ
ムの独自開催も可能）

・「注意をしなければならない場合」にも職員は「怒る」という声掛け の対応ではなく「真剣に話をしてい
く（伝えていく）」と、いう対応をしていきます。（仲間づくりと集団生活への参加）

・「優しい声掛け」の実施していきます。（アタッチメントの形成と安定）

＜その他＞

・地域連携：自立支援協議会参加、社協との連携、子育て支援施策との連携、地域の学校での講習実施、ペアレントプログラム
講師…etc（地域資源の福祉に資した後方支援）

営業日：月～金 但し、１２月３１日～１月３日、５月５日を除く
利用時間：１３：００～１７：００（学校などがある日）

９：３０～１６：００（朝からの利用の際）
送迎の有無：送迎あり（学校→事業所 自宅）
給食：無し（弁当持参。もしくは、職員と購入）

概要：

作成年月日：
２０２５年２月１日
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